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地
域
福
祉
と
は
？

か
つ
て
は
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
身
近
な
人
々
が
集
ま
り
、
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
近
く
に

ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か

を
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知
っ
て
い

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
隣
近
所

に
住
む
人
の
顔
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
も
多
い
の
で
は
？
　
こ
の

よ
う
な
状
況
が
、
高
齢
者
の
孤
独

死
・
児
童
虐
待
・
子
ど
も
の
連
れ

去
り
・
引
き
こ
も
り
な
ど
の
原
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
福
祉
制
度
は
、
高
齢

者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
・
児
童
福

祉
な
ど
対
象
を
分
け
て
、
公
的
な

機
関
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
状
の
年
金

制
度
や
施
設
で
は
、
自
分
の
家
で

生
活
し
た
い
と
い
う
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
、
ず
っ
と
見
守
っ
て

い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
状

の
制
度
が
充
実
し
た
と
し
て
も
、

こ
と
し
三
月
、
市
は
「
川
越
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
同
計
画
に

基
づ
い
た
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
記
事
で
は
、
施
策
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
福
祉
活
動
補
助
金
交

付
制
度
」
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
団
体
の
活
動
と
「
地
域
福
祉
」
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
推
進
課
保
健
福
祉
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
５
１
３

「たまり場小江戸せきれい停」
南台自治会館を会場に週１回、金曜日の午前中に開催しています。高齢者から子ど

もまで、地域の誰もが集まれる場所をつくるという目的で始まりました。１回の会費

は大人が100円、小中学生が50円。参加者は大東地区に住む皆さんが中心で、平均

して12人ほどが集まります。内容により、時には20人を超えることもあるそうです。

「和道文化クラブの会員が世話人として、運営にあたっています。キーボードを演

奏して歌を歌ったり、郷土を好きになってほしいと大東地区の昔の様子などの話を聞

いたり、手まりやバルーンアートを作ったり、散策や見学に行ったりと、みんなで楽

しめるさまざまな催しを行っています。これらの講師をお願いした方は雰囲気がいい

と言って、世話人になってくれます」と、世話人代表の佐
さ

藤
とう

晴
はる

美
み

さん（59歳・南
みなみ

台
だい

２丁目）。続いて、「現在、世話人は19人。そのうち男性が７人います。今まで、福

祉の活動というと、女性が主体でした。世話人に男性がいると、できることが広がっ

ていきます。男女共同参画社会の実現も、目指していきたいですね。いろんな人が集

まり、かかわっていくことでお互いへの理解が進みます」と、伺いました。

「せきれい停」の活動報告とＰＲおよび地域の交流を広げるために、昨年から文化

祭「いきいき祭り」を開催しています。ことしは11月11日・12日に開催され、300

人近くが来場しました。会場には、参加者の皆さんの作品と共に幼稚園児の絵を展示

しました。また、子どもたちの少林寺拳法の演武や、地元に住んでいるプロによる太

鼓演奏が行われました。会場には外国籍の方の姿もあり、さまざまな方の交流の機会

づくりを実践している雰囲気が伝わってきました。

「少しずつ、せきれい停への参加者は増えています。いっしょに泣いたり、笑った

りできる仲間がいます。ですから、もっと多くの皆さんに来てほしいですね。１月

19日昔には、アイリッシュハープの演奏会を開催します。ぜひ、この機会に聴いて

ください」と佐藤さん。

地
域
で
、
み
ん
な
幸
せ
に
!!

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ふ
れ
あ
い
支
え
合
い
の
ま
ち
川
越
」
を
目
指
し
て

10月６日は、バルーンアートを制作。強い雨が降っていたにもか
かわらず、13人が参加し、会話も十分に楽しみました。
左写真の後列右端が佐藤さん



３ 広報川越№1140・2006.12.10 川越市役所・℡049－224－8811 http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
公
的
な
制

度
や
施
設
を
整
備
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
と
団
体

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ

せ
て
支
え
合
い
、
地
域
ぐ
る
み
で

活
動
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、「
地
域
福
祉
」

の
考
え
方
で
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

は
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
あ

る
団
体
や
事
業
者
、
市
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
認
識
し
て
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

み
ず
か
ら
の
自
立
に
向
け
た
努

力
を
「
自
助
」、
地
域
の
中
で
の

助
け
合
い
や
事
業
者
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
「
共
助
」、
行
政
に

よ
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
な
ど

を
「
公
助
」
と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
と
っ
て
、
周
り
の
皆
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
な
ど
し
て
、

地
域
と
の
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
し

て
い
く
の
は
「
自
助
」
に
当
た
り

ま
す
。
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
老
人
ク
ラ
ブ

昨年、友人の紹介で「たまり場小江戸せきれい停」

を見学しました。もともと、物を作るのが好きでした

ので、手芸などを和気あいあいと楽しむ姿を見て、参

加することに決めました。

文化祭の開催にあたって、牛乳パックを材料にした

いすを作ろうということになり、まとめ役を任されま

した。講習に参加して作り方を覚え、みんなで力を合

わせたおかげでうまくいきました。その時は、とても

うれしく思いました。

60歳を超え、生活を楽しもうと園芸・カラオケ・

グラウンドゴルフを趣味として続けてきました。そし

て、「せきれい停」に入り、毎週、仲間と会って、話

をしたり、物作りをしたり……。より、充実した毎日

を過ごしています。これからも、楽しく生活していき

たいですね。

佐
さ

々
さ

木
き

よし子
こ

さん

（南
みなみ

台
だい

３丁目）

参加者から……

より充実した
毎日に

「いきいき祭り」の展示会場で、
牛乳パックのいすを手に

野外の特設会場では、太鼓の演奏や少林寺拳法などを披露。
展示コーナーには子どもたちの描いた作品もあり、
いろいろな世代の皆さんに来場してほしいという
意気込みを感じました

11月11日、11月11日、11月11日、
「いきいき祭り」の受け付け「いきいき祭り」の受け付け「いきいき祭り」の受け付け
を担当する有田杉江さんを担当する有田杉江さんを担当する有田杉江さん
（91歳・南台３丁目）。（91歳・南台３丁目）。（91歳・南台３丁目）。
「できることがあれば、「できることがあれば、「できることがあれば、
何でもやります！」何でもやります！」何でもやります！」
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な
ど
が
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を

提
供
す
る
の
は
、「
共
助
」
に
な

り
ま
す
。
市
な
ど
の
公
的
機
関
が

行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、「
公
助
」

で
す
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る

こ
と
、
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
分
担

し
て
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
時
に

は
み
ん
な
で
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
と
し

て
も
、
今
ま
で
よ
り
も
早
く
解
決

に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
を
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
に
策

定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
地

域
福
祉
計
画
」
で
す
。

「
川
越
市
地
域
福
祉
計
画
」
で

は
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
ふ
れ
あ

い
支
え
合
い
の
ま
ち
川
越
」
を
基

本
理
念
に
掲
げ
ま
し
た
。
基
本
理

念
の
実
現
の
た
め
、「
地
域
福
祉

の
意
識
づ
く
り
」「
地
域
福
祉
を

担
う
人
づ
く
り
」「
ふ
れ
あ
い
・

支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
し
く
み

づ
く
り
」「
地
域
の
社
会
資
源
を

活い

か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

「ひとときプリティサロン2005」
スタッフは、77歳から55歳までの12人。30年

ほど前に引っ越してきて、子どもやママさんバレー

ボールを介して知り合った皆さんが中心です。

昨年６月、岩
いわ

本
もと

登
と

美
み

子
こ

さん（70歳・豊
とよ

田
だ

町
ちょう

１丁

目）、今
いま

村
むら

侑
ゆう

子
こ

さん（67歳・同）、柳
やぎ

下
した

美
み

和
わ

子
こ

さん

（63歳・同）が、市主催の「地域福祉ワークショッ

プ」に参加しました。そこで聞いたのは、「身近に

集まれる所があったら、どんなにいいだろうか」と

いう、参加者の皆さんの意見でした。「あいさつす

るだけでなく、近所の人どうしがもっと気楽におし

ゃべりする集まりをしたいと考えていました。その

ためなら自宅を開放してもいいという柳下さんがい

たので、賛同した仲間で立ち上げることにしました」

と岩本さん。このワークショップで、自分たちが目

指す方向が、はっきりしました。

昨年10月８日、「ボランティアする、しないなど

と大げさな事ではなく、自分が楽しければ周りの人

も楽しいのではないか」と同サロンが始まりました。

月１回、第２土曜日の午前10時から午後２時に、

柳下さん宅を開放。気軽にサンダル履きで集まって、

おしゃべりをしようという趣旨の下、参加者とスタ

ッフを合わせて、常時20人ほどの皆さんが集まり

ます。参加費は１回200円。「公民館に行けるうち

はまだいい、いつか行けなくなる日が来る」と、老

後の生活を考えるようになった女性を対象に、歩い

て来ることができる距離に住む方の仲間づくりを目

指しています。

若手のスタッフに話を伺いました。渋
しぶ

谷
や

房
ふさ

子
こ

さん

（56歳・同）は、「高齢の参加者から、人生で10の

うち、３つがよかったらいい人生だと聞いて、こと

ばの重みを感じました。勉強になります」。「ここに

は、ほかでは味わうことのできない楽しさがありま

す。みんなと話が合うので、年齢差を感じません。

もっと、若い方にも参加してもらえれば」と、諸
もろ

星
ほし

千
ち

恵
え

子
こ

さん（55歳・同）。

11月15日、12月の催しの準備会が行われ、スタッフが集合。
左から渋谷さん、内田喜世子さん、岩本さん、諸星さん、今村さん、
柳下さん、藤本竜子さん、宇田川信子さん、今長みつ子さん、
荒井三枝子さん、右端奧が鈴木トモさん、手前が岩瀬恵美子さん。
みんな、歩いて来ることができる距離に住んでいます。
催しは、クリスマス会に決まりました

毎回、当日のプログラムが
室内にはり出されます。
昼食やコーヒータイムも、
大切なおしゃべりの時間に
なります

玄関に置かれている、花に
囲まれた看板。
個人宅ならではの演出です

玄関を入ったところに、
１年間の活動を記録したアルバムがありました
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り
」「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
の
五
つ
を
、
基
本
目

標
に
定
め
て
い
ま
す
。

同
計
画
で
は
、
自
治
会
連
合
会

の
支
会
単
位
に
組
織
さ
れ
て
い
る

二
十
二
の
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

を
、
基
礎
的
な
地
域
の
単
位
と
し

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
五
年
間
単
位
で
、

見
直
し
を
し
な
が
ら
同
計
画
の
実

現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
行
う
福
祉
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、「
地
域
福
祉
活
動
補
助
金

交
付
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
そ

し
て
、
十
六
団
体
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
し
た
。
二
ペ
ー
ジ
と
三
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
、
和
道
文

化
ク
ラ
ブ
の
「
た
ま
り
場
小
江
戸

せ
き
れ
い
停
」
と
、
上
の
「
ひ
と

と
き
プ
リ
テ
ィ
サ
ロ
ン
２
０
０

５
」
も
交
付
団
体
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
各
地
区
で

始
ま
り
、
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
参
加
し
て
、
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
っ
た
な
ら
…
…
。

川
越
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
す
べ
て

が
、
さ
ら
に
生
き
生
き
と
し
て
、

楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

３年前の10月、一人息子を亡くしました。落ち込

んでいたときに、近所の方から「ひとときプリティサ

ロン2005」を立ち上げると聞き、第１回から参加し

ています。

若い人と話しながら、お手玉やあやとりをしたり、

童謡を歌ったりしているうちに気持ちがなごんでき

て、心を開くことができるようになりました。「若い

人とつきあい、若さをもらって帰ってくる」、そんな

気分です。今では心底から笑えるようになりました。

月１回の開催日が、待ち遠しいですね。

「プリティサロン」に参加するようになってから、

あいさつを交わす方が増えました。夜中に夫が階段か

ら落ちたときには、スタッフの１人がすぐに駆けつけ

て、いろいろ心配してくれました。何かあったときに、

近所で助け合えると心強いですね。

参加者から……

まさかの時
心強いですね

金野さん（右）と
夫の英彦さん（75歳・左）

体操代わりに、
速いテンポの民謡を流しながら踊ります。
部屋いっぱいに人の輪ができて、
笑顔がこぼれます

10月７日は「プリティサロン」を開設して、ちょうど１年。
「高階なかよしハーモニカ」の皆さんの演奏で、お祝いしました

金
こん

野
の

馨
けい

子
こ

さん

（71歳・豊
とよ

田
だ

町
ちょう

１丁目）
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第
二
次
不
老
川
生
活
排
水

対
策
推
進
計
画
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
不
老
川
の
浄
化
を
推

進
す
る
た
め
、
不
老
川
生
活
排
水

対
策
推
進
計
画
の
案
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
頂
い
た
意
見

を
参
考
に
し
て
、
第
二
次
不
老
川

生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

募
集
期
間
…
12
月
15
日
昔
〜
１
月

15
日
席

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
、
ま
た
は
市
の
事
務
事
業
に

利
害
関
係
の
あ
る
方

閲
覧
場
所
…
環
境
保
全
課
（
本
庁

舎
五
階
）
・
出
張
所
・
公
民
館

保
全
係
・
℡
内
線
２
６
２
４
▼

FAX
２
２
５-

９
８
０
０

償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

償
却
資
産
の
申
告

個
人
や
法
人
で
、
商
店
・
工

場
・
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
方
は
、
平
成
十
九

年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
事
業
の
た
め

に
用
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な

ど
の
事
業
用
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
借
り
入
れ
資
産
を
除
く
）
の

こ
と
で
、
固
定
資
産
税
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

＊
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
閲

覧
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
…
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
環
境
保

全
課
（
フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、

提
出
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
今

後
の
計
画
策
定
の
参
考
に
し
ま

す
。
ま
た
、
意
見
に
対
す
る
考
え

方
と
、
案
を
修
正
し
た
場
合
の
内

容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の
意
見

は
取
り
ま
と
め
て
公
表
し
、
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課
水
質

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●平成18年工業統計調査にご協力ください　情報統計課統計係・℡内線2264
12月31日隻を基準日として、全国一斉に行われます。結果は、国や都道府県の施策立案の基礎資料となります。調査内容は統計を作る目
的にだけ用いられます。12月中旬から１月中旬にかけて、県知事が任命した調査員が対象事業所を訪問し、調査票を配布・回収します。
●家庭用・業務用生ごみ処理機の購入費を補助します　環境業務課減量リサイクル推進係・℡内線2636
家庭用（コンポスト容器・EM容器・電気式生ごみ処理機）・業務用生ごみ処理機の購入費を補助します。基数に限りがあります。
詳しくは、お尋ねください。
●お酒は適量を守りましょう　総合保健センター健康増進係・℡229－4121
お酒は適量（日本酒なら１日１合、ビールなら中瓶１本）を守り、週に２日は休肝日にしましょう。

●訂正　広報川越№1139・26ページ　けんこう　
第３回川越市口腔ケア研修会の講師名　誤＝清水良明さん　正＝清水良昭さん。ご迷惑をおかけしました。

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
に
つ

い
て
、
そ
の
種
類
・
名
称
・
取
得

年
月
・
取
得
価
額
・
耐
用
年
数
な

ど
を
、
そ
の
資
産
の
所
在
す
る
市

町
村
長
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
の
代
わ
り
に
ハ

ガ
キ
が
届
い
た
方
で
、
平
成
十
八

年
中
に
資
産
が
増
加
ま
た
は
減
少

し
た
場
合
に
も
、
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

申
告
期
限
・
場
所
…
１
月
31
日
戚

ま
で
に
資
産
税
課
（
本
庁
舎
二

階
）

問
い
合
わ
せ
…
資
産
税
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
３
６
３

年末年始は水に注意
下水道排水に気を付けましょう
ごみや料理の油を下水に流すと、下水

管の詰まりや悪臭、処理場の微生物を弱

らせることなどにつながります。また、

灯油やガソリンを流すと、異臭騒ぎや爆

発を起こす危険性があります。みんなで

下水道を快適に使うため、次の事を心が

けましょう。

●排水口には網などを付け、調理くずや

ごみを流さないようにする

●調理の際、油は使い切る

●食器に残った油汚れは、ふき取ってか

ら洗う

●洗濯の際、必要以上に洗剤を使わない

●灯油や、ガソリンなど揮発性の高い油

を流さない

問い合わせ…下水維持課排水指導係・℡
239－5595

水質事故未然防止にご協力を
機械などを取り扱う際の不注意や施設

の老朽化などで油類が流出すると、河川

や池沼を汚染する事故につながります。

特に、年末年始は大掃除や施設の再始動

により、汚水・廃油の流出事故が発生し

やすくなります。事業所の皆さんは、次

の事に注意してください。

●施設の運転停止・始動時のバルブ・ス

イッチ類の点検確認を行う

●溶剤・油類・酸・アルカリ溶液など、

廃棄物の処理・処分を適正に行う

＊事故が発生したら、速やかに応急措置

を取り、直ちに環境保全課まで連絡して

ください。

問い合わせ…環境保全課水質保全係・℡
内線2625



こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

我わ

が
家
の
庭
に
た
く
さ
ん

の
蕾

つ
ぼ
み

を
付
け
、
次
か
ら
次
へ
と
咲

き
出
す
さ
ざ
ん
か
の
花
。

下し
も

小お

坂さ
か

地
区
に
新
築
移
住
し
、

何
も
な
い
庭
に
市
か
ら
無
料
配
布

さ
れ
た
「
さ
ざ
ん
か
の
苗
木
」。

狭
い
庭
の
た
め
切き

り

枝
さ
れ
つ
つ
毎

年
裏
切
る
こ
と
な
く
多
数
の
濃
い

ピ
ン
ク
の
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
ま
す
。

我
が
家
の
新
築
記
念
樹
と
な

り
、
今こ

年と
し

も
見み

事ご
と

に
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
初
め
て
写

真
に
お
さ
め
て
み
ま
し
た
。
ぜ
ひ

見
て
い
た
だ
き
た
く
お
送
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

改
あ
ら
た

め
て
無
料
配
布
し
て
い
た
だ

い
た
事こ

と

に
感
謝
致い

た

し
て
お
り
ま

す
。
有あ

り

難が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
一
部
省
略
）斉

藤
澄
子
（
下
小
坂
）

■
広
報
川
越
か
ら
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あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ

ァ
ク
ス
＝
２
２
５-

２
１
７
１
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

写
真
を
カ
ラ
ー
で
見
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
苗

木
の
配
布
を
し
て
い
る
環
境
政
策

課
は
、「
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業

は
、昭
和
五
十
八
年
か
ら
開
始
し
、

こ
と
し
で
二
十
四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
配
布
し
た
苗

木
の
数
は
、
六
万
一
千
本
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
斉
藤
さ
ん
の
よ

う
に
、
配
布
し
た
苗
木
を
大
事
に

育
て
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
年
で
も
長
く
育
て
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」。
こ
れ
か
ら
も
花
が
た
く
さ

ん
咲
く
よ
う
、
大
切
に
お
育
て
く

だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

知恵のまちづくり倉敷大会に参加しました

全国の観光や景観における「知恵のまちづくり

全国都市フォーラム」が10月３日に倉
くら

敷
しき

市で開

催され、パネリストとして参加してまいりました。

小
お

樽
たる

市・函
はこ

館
だて

市・金
かな

沢
ざわ

市・熱海
あ た み

市・彦
ひこ

根
ね

市・倉

敷市・尾道
おのみち

市・川越市の８市で構成されているこ

のフォーラムは、ことしで５回目になります。今

回は、「美しいまちづくり国づくり　～魅
み

せる都

市景観について考える～」と題して開催され、

私のほか、倉敷市長、小樽市長、彦根市長、尾道

市長が参加しました。

どの市も歴史的な町並みを資源に、多くの観光

客を集めている景観都市として、景観への取り組

みや抱えている課題が報告されました。私も電線

地中化事業などの景観整備や、町並み保存の状況

を報告しました。それとともに、盛大な川越まつ

りの様子や自然・味覚を含めた川越の魅力を、存

分に紹介してまいりました。最後は倉敷市民の皆

さんから、川越にいらしたときの感想を拝聴する

場面があり、川越は全国的に、一度は訪れてみた

いまちになっているのだと強く感じました。

また、まちづくりにおいては、市民の皆さんの

理解と協力が不可欠だという意見が多く、私はそ

れに、「ただ景観保全の必要性を訴えるだけでな

く、経済的効果を考慮した取り組みが必要である」

と付け加えました。多くの皆さんに注目していた

だくことで、まちの価値が上がり、実際に来てい

ただくことで経済は潤うと考えております。これ

からも、川越らしいまちづくりを進め、観光客

1,000万人を目指してまいりますので、市民の皆

さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

市長通信 第５号

川越市長　舟橋功一



は12月29日昔まで、年始は１月４日斥から受け付け

ます。

問い合わせ…環境衛生センター・℡224－9191

■清掃センターへの自己搬入

受付時間…午前８時40分～11時50分$午後１時～３

時

引っ越しなどで一度に出る多量のごみ、または事業

系ごみは、ごみ集積所には出せません。12月28日斥

までに直接清掃センターに運ぶか、市の許可業者に運

搬を依頼してください。

＊年末年始は込み合いますので、持ち込む場合は早め

にお願いします。

＊新聞・段ボールなど紙類の自己搬入は出来ません。

バッテリー・タイヤ・消火器などは、市では受け付け

ません。処理方法などについては、お尋ねください。

＊テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・パソ

コンについても、市では受け付けません。詳しくは、

「家庭ごみの分け方・出し方」16ページと17ページ

をご覧ください。

問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2631$清掃
事業所・℡223－0912$東清掃センター・℡
223－2645$リサイクルセンター・℡223－
8200$西清掃センター・℡232－8744
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ごみ・し尿の収集
■ごみの収集（必ず午前８時までに出してください）
①燃えるごみ

＊年末には多量のごみが出されるため、収集時間がふ

だんと異なる場合があります。

②燃えないごみ・紙類

「びん、かん・ペットボトル」「不燃ごみ」「紙類」の収

集は「平成18年度収集日程表」のとおりです。

③その他プラスチック製容器包装

問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2631

■粗大ごみのリクエスト収集（電話予約）
一般家庭のたんすや電子レンジなど、粗大ごみ収集

の電話予約は、年末は12月28日斥まで、年始は１月

４日斥から受け付けます。

＊毎週金曜日に開催するリサイクル家具展示即売は、

12月22日昔まで実施します。

問い合わせ…リサイクルセンター・℡223－8200

■し尿の収集
市の直営区域は環境衛生センター、それ以外の区域

については許可業者へ直接、依頼してください。年末

コース名 年　末 年　始
月曜日・木曜日コース 12月28日斥 １月４日斥
火曜日・金曜日コース 12月29日昔 １月５日昔

コース名 年　末 年　始
月曜日コース 12月25日 １月８日
火曜日コース 12月26日 １月９日
水曜日コース 12月27日 １月10日
木曜日コース 12月28日 １月４日
金曜日コース 12月29日 １月５日

12月29日昔～１月３日戚の診療機関

■市立診療所（内・小、急患のみ） 小
こ

仙
せん

波
ば

町
まち

２丁目45－５ ℡223－0601

受付時間…午前９時～11時$午後１時～３時$午後８時～10時30分

■予防歯科センター（急患のみ） 三
さん

久
く

保
ぼ

町
ちょう

18－３ ℡224－3891

受付時間…午前９時～11時30分

■年末年始の当番医
変更になる場合があります。受診の際は、当日の当番医にご確認ください。

受付時間…午前９時～午後４時

12／29昔…三井病院 （内・外・整外・小外） 連
れん

雀
じゃく

町
ちょう

19－３ ℡222－5321

12／30析…武蔵野総合病院 （内・外・整外・脳外） 大
おお

袋
ふくろ

新
しん

田
でん

977－９ ℡244－6340

12／31隻…行定病院 （内） 脇
わき

田
た

本
ほん

町
ちょう

４－13 ℡242－0382

１ ／１積…赤心堂病院 （内・外・整外・産婦） 脇田本町25－19 ℡242－1181

１ ／２惜…広瀬病院 （内・外・消） 中
なか

原
はら

町
ちょう

１丁目12－１ ℡222－0533

１ ／３戚…池袋病院 （内・外・小・整外） 笠
かさ

幡
はた

3724－６ ℡231－1552

受付場所 区　　分 休　み
東清掃センター 可燃のみ

リサイクルセンター
不燃、粗大、

12月29日昔
かん・ペットボトル

～１月３日戚
西清掃センター

可燃、不燃、粗大、びん、
その他プラスチック製容器包装
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●川越駅東口図書館 ℡228－7712
●市立博物館 ℡222－5399
●本丸御殿 ℡224－6015
●子育て支援センター ℡233－7551

12／29昔～１／１積が休み
●川越まつり会館 ℡225－2727

１／１積が休み
●川越駅東口公共地下駐車場 ℡226－0081

１／１積・２惜が休み
●市営幸町駐車場 ℡222－8567
●市営連雀町駐車場 ℡226－9504

１／１積～３戚が休み
●市民聖苑やすらぎのさと ℡226－0090

１／１積～４斥が休み
●斎場 ℡242－2739
＊葬祭用具関係について、12月31日隻は、午前８時

30分～午後５時で祭壇の回収のみ。また、１月３日

戚は休みですが、午前９時～11時に祭壇の貸し出し

および葬祭用具の引き渡しのみ行います。

年末年始の業務案内
施設の休業案内と施設利用の予約受け付け

12／22昔～１／４斥が休み
●市立美術館 ℡228－8080
＊２月分の創作室の利用申し込みは１月５日昔、午前

９時から受け付けます。

12／28斥～１／１積が休み
●蔵造り資料館 ℡225－4287

12／28斥～１／４斥が休み
●川越運動公園
総合体育館・テニスコート ℡224－8765
陸上競技場 ℡224－8881
＊２月分の利用予約は１月５日昔、午前８時30分か

ら受け付けます。

●中央図書館 ℡222－0559
＊４月分の展示室・視聴覚ホールなどの利用予約は１

月５日昔、午前９時40分から受け付けます。

●西図書館 ℡237－5660

つどいの広場の休業期間
・高階保育園内 12／23積～１／４斥
・神明町保育園内 12／27戚～１／８積
・川越福祉センター内　 12／28斥～１／４斥
・笠幡菜の花保育園内 12／28斥～１／４斥
・南古谷第二保育園内　 12／28斥～１／９惜
問い合わせ…こども家庭課管理係・℡内線2582

市役所各庁舎をはじめ、市の施設は12月29日昔～１月３日戚が休みです。ただし、この間も出生届・死
亡届・婚姻届など戸籍の受け付け、火葬・葬祭用具・市民聖苑

えん

やすらぎのさとの使用申し込みは、本庁舎
地下１階当直室で休まずに行います。
なお、この期間以外に休業する施設と、年始の各施設の利用予約受け付け開始日は下記のとおりです。

◆市民会館・やまぶき会館・℡222－4678$メル
ト・℡233－6711$ジョイフル・℡248－4115
…１月４日斥、午前９時～10時（平成19年12月分

の利用申し込み）

◆北部地域ふれあいセンター・℡223－7221…１月
４日斥、午前10時～（４月分の利用申し込み）

◆生活情報センター・℡226－7066…１月４日斥、
午前10時30分～（４月分の利用申し込み）

◆農業ふれあいセンター・℡226－6551…１月４日
斥、午前８時30分～（２月分の利用申し込み）

◆川越福祉センター・℡244－2271…１月４日斥
（３月29日斥～４月３日惜の利用申し込み）

◆川越駅東口多目的ホール・℡228－7723…１月４
日斥、午前10時～（平成19年12月分の利用申し込

み）

◆公園管理事務所・℡222－1301…１月５日昔、午
前８時30分～（２月分の利用申し込み）

◆公民館…１月５日昔、午前８時30分～（２月分の
利用申し込み）

◆勤労青少年ホーム・℡222－5241…１月５日昔、
午前８時30分～（２月分の利用申し込み）

◆さわやか活動館・℡237－4890…１月10日戚、
午前８時30分～（２月分の利用申し込み）

施設利用の受け付け開始日（利用申し込みについて、詳しくは各施設にお尋ねください）

市内循環バス「川越シャトル」は、12月29日昔か
ら１月３日戚まで運休します。
問い合わせ…総合交通政策課都市交通政策担当・℡内
線3261
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学
童
保
育
室
で
留
守
家
庭
の

お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま
す

両
親
が
働
い
て
い
て
、
常
時
留

守
に
な
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
を
預

か
る
学
童
保
育
室
。
指
導
員
が
、

異
な
る
年
齢
の
児
童
を
集
団
の
中

で
保
護
・
指
導
し
て
い
ま
す
。

来
年
四
月
か
ら
入
室
を
希
望
す

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
入
室
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
引

き
続
き
入
室
を
希
望
す
る
場
合

も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
室
の
所
在
地
・
電
話

番
号
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
…
小
学
一
〜
三
年
生

定
員
…
各
室
四
十
人

開
室
時
間
…
学
校
放
課
時
〜
午
後

６
時
30
分
（
授
業
の
な
い
日
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
。
日
曜

日
・
祝
日
・
休
日
・
12
月
29
日

〜
１
月
３
日
を
除
く
）

＊
土
曜
日
は
、
拠
点
学
童
保
育
室

（
五
室
）
だ
け
が
開
室
し
ま
す
。

保
育
料
…
一
人
一
か
月
三
千
円

（
免
除
措
置
あ
り
）

入
室
申
請
手
続
き
…
１
月
９
日
惜

〜
31
日
戚
に
、
学
童
保
育
室
入

室
申
請
書
・
両
親
の
勤
務
証
明

書
・
児
童
票
（
正
・
副
）
を
、

教
育
財
務
課
（
東
庁
舎
二
階
）

ま
た
は
学
童
保
育
室
に
提
出

＊
教
育
財
務
課
と
学
童
保
育
室
で

必
要
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
教
育
財
務
課
学
童

保
育
係
・
℡
内
線
２
８
３
５

介
護
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

六
十
五
歳
以
上
の
皆
さ
ん
は
、

年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
個
別
納
付

（
普
通
徴
収
）
に
よ
り
介
護
保
険

料
を
納
め
て
い
ま
す
。
普
通
徴
収

で
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
時
に
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
年
間
滞
納
す
る
と
…
…

自
己
負
担
が
通
常
一
割
の
と
こ

ろ
、
介
護
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
し
て
も
ら
い
、
申
請
に

よ
り
、
あ
と
か
ら
保
険
給
付
分

（
九
割
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
年
六
か
月
間
滞
納
す
る
と
…
…

一
時
的
に
保
険
給
付
が
差
し
止

め
ら
れ
、
申
請
し
て
も
保
険
給
付

分
が
支
払
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

二
年
間
滞
納
す
る
と
…
…

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
に
、
未
納
期
間
に
応
じ
て
自
己

負
担
が
一
割
か
ら
三
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

普
通
徴
収
の
保
険
料
は
、
本
人

だ
け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
世
帯

主
も
連
帯
し
て
納
付
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
ら
の

措
置
の
対
象
者
と
な
ら
な
い
よ
う

に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

納
め
忘
れ
を
し
な
い
た
め
に
、

安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。申
し
込
む
と
き
は
、

通
帳
・
通
帳
届
け
出
印
・
納
入
通

知
書
を
用
意
し
、
金
融
機
関
の
窓

口
ま
た
は
介
護
保
険
課
（
本
庁
舎

一
階
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
介
護
保
険
課
保
険

料
資
格
係
・
℡
内
線
２
５
７
０

年
末
年
始
の
交
通
事
故

防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す

十
二
月
十
五
日
昔
〜
一
月
三
日
戚

年
末
年
始
は
、
交
通
量
の
増
加

や
慌
た
だ
し
さ
な
ど
か
ら
、
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
市
で
は
市

民
の
皆
さ
ん
に
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
た
め
、
川
越
警
察
署

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団

体
と
協
力
し
、
次
の
催
し
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
車
に
よ
る
市

内
巡
回
広
報
を
随
時
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
開

始
式
及お

よ

び
子
ど
も
と
高
齢
者
の
自
転
車
運

転
マ
ナ
ー
の
向
上
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
15
日
昔
、
午
後
２
時

30
分
〜

会
場
…
西
武
本
川
越
ペ
ペ
前
広
場

（
雨
天
の
場
合
は
本
川
越
駅
一

階
改
札
前
）

＊
自
転
車
無
料
点
検
を
行
い
ま
す

（
雨
天
中
止
）。

■
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
促
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
…
12
月
21
日
斥
、
午
後
３
時

30
分
〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
川
越
駅
西
口
周
辺

■
飲
酒
運
転
根
絶
と
脇
見
運
転
防

止
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

日
時
…
12
月
25
日
席
、
午
後
２
時

〜
（
雨
天
中
止
）

会
場
…
川
越
自
動
車
学
校
前
（
野の

田だ

町ま
ち

二
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
…
総
合
交
通
政
策
課

交
通
安
全
指
導
係
・
℡
内
線
３

２
６
５

平
成
十
九
年
度
・
同
二
十

年
度
入
札
参
加
業
者
の
登

録
を
受
け
付
け
ま
す

市
が
発
注
す
る
業
務
の
請
負
、

物
品
の
購
入
な
ど
の
入
札
参
加
業

者
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
業
種
…
建
設
資
材
・
物
品
・

維
持
管
理
業
務

受
付
日
時
…
市
内
に
本
社
ま
た
は

営
業
所
の
あ
る
業
者
＝
１
月
15

日
席
〜
18
日
斥
▼
そ
の
他
の
業

者
＝
１
月
19
日
昔
〜
31
日
戚
、

午
前
９
時
〜
11
時
▼
午
後
１
時

〜
４
時（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
…
本
庁
舎
三
階
３
Ａ
会

議
室

＊
提
出
書
類
な
ど
は
、
契
約
課

（
本
庁
舎
三
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

＊
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測

量
、
土
木
施
設
維
持
管
理
の
申
請

受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

＊
市
役
所
前
駐
車
場
や
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
お
よ
び
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
来
庁
の
際
は
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
…
契
約
課
物
品
契
約

係
・
℡
内
線
２
２
５
５



日常生活の中で何気なく

捨てている「ごみ」。昨年

度に市の施設に出されたご

みの総量は、約 1 1 万

1,227トンです。１日に

１人当たりが出したごみ

は、916グラムになりま

す。

ごみの処理費用は、市全

体で44億7,032万円、こ

の金額を１人当たりに換算

すると年間１万3,440円

になります。

１人が１日、100グラ

ムのごみを減らすと、全体

では年間約１万2,140ト

ンのごみを削減することが

でき、ごみ処理経費の軽減

にもなります。

ごみを減少させるには、

市民の皆さんの協力が必要

です。ごみになる物を家庭

に持ち込まないくふうをお願いします。

買い物の際は、マイバッグを持参し、詰め替え商品

や包装の少ない物を選び、必要な物を考えて買うこと

を心がけましょう。

問い合わせ…環境業務課管理係・℡内線2632

もったいないから、ごみ減らし！
市民１人当たりのごみ処理経費
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事
例申

し
込
ん
だ
覚
え
が
な
い
の
に
、
一
年
ほ
ど
前
か
ら
新

聞
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。電
話
も
も
ら
っ
て
い
な
い
し
、

契
約
も
し
て
い
な
い
。
無
料
な
の
か
と
思
っ
て
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
い
た
が
、
先
日
、
請
求
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

こ
れ
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送
り
つ
け
商
法
）

と
呼
ば
れ
る
販
売
方
法
で
、
注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
一

方
的
に
送
り
つ
け
、
代
金
を
請
求
し
て
く
る
商
法
で
す
。

し
か
し
、
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
消
費
者
に

は
代
金
の
支
払
い
義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

事
業
者
に
「
七
日
以
内
に
連
絡
が
な
い
場
合
は
処
分
す

る
」
旨
を
文
書
に
し
て
書
留
で
発
送
す
る
か
、
十
四
日
間

保
管
し
た
あ
と
で
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
特
定
商
取
引
法
第
五
十
九
条
で
、
商
品
の
送
付
が
あ
っ
た

日
か
ら
十
四
日
間
（
事
業
者
へ
引
き
取
り
の
請
求
を
し
た
場

合
は
そ
の
日
か
ら
七
日
間
）
購
入
の
承
諾
を
せ
ず
、
ま
た
事

業
者
が
商
品
の
引
き
取
り
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
消
費
者
は

商
品
を
自
由
に
処
分
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

＊
事
業
主
あ
て
に
送
ら
れ
て
き
た
場
合
は
、
対
応
が
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

■
消
費
生
活
相
談

生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
・
市
民
相
談
室
分
室
で
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
・

市
民
相
談
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
ト
レ
六
階
）
・

℡
２
２
６-

７
０
６
６

申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に

新
聞
が
送
ら
れ
て
き
た

141

消
費
生
活

消
費
生
活

消
費
生
活

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

食
品
・
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
・
℡
２
２
７-

５
１
０
３

ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
う
た
め
に

せ
ん
。
国
内
で
は
、
三
十
六
年
ぶ
り
の

発
症
で
す
が
、
国
内
の
犬
に
か
ま
れ
て

発
症
し
た
人
は
昭
和
二
十
九
年
が
最
後

で
、
感
染
動
物
も
同
三
十
三
年
以
降
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世

界
各
地
で
は
い
ま
だ
発
生
し
て
い
ま

す
。
狂
犬
病
が
発
生
し
て
い
な
い
地
域

は
、
日
本
・
台
湾
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
英
国
・
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
グ
ア
ム
島
・
ハ
ワ
イ
諸

島
な
ど
、
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

海
外
で
の
狂
犬
病
感
染
に
注
意

先
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
か
ま
れ

た
男
性
が
、
帰
国
後
に
国
内
で
狂
犬
病

を
発
症
し
ま
し
た
。

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
保

有
す
る
犬
・
猫
や
野
生
動
物
に
か
ま
れ

た
り
、
ひ
っ
か
か
れ
た
り
し
て
で
き
た

傷
口
か
ら
感
染
す
る
人
獣
共
通
感
染
症

で
す
。
発
症
す
る
と
人
も
動
物
も
ほ
ぼ

百
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と
い
う
怖
い

病
気
で
す
。
人
か
ら
人
に
は
感
染
し
ま

主
な
感
染
源
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

は
犬
・
猫
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
キ
ツ
ネ
、

北
米
は
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ス
カ
ン
ク
で

す
。海

外
で
は
、
動
物
と
不
用
意
に
触
れ

合
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
犬
な

ど
に
か
ま
れ
た
と
き
に
は
、
現
地
の
医

療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
現
地
で
の
受
診
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
帰
国
時
に
検
疫
所
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

L i fe
with
pets



「
落
書
き
」
は
ま
ち
の
雰
囲
気
を
壊
し
ま
す
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投票率向上のために
●規制される政治活動②（文書図画の規制）
原則として、政治活動は自由です。しかし、「政治活動用の文書図画」については、きれいな

選挙の実現を図るため規制が加えられており、下記の掲示はできません。
①「政治家の氏名」を表示する政治活動用の文書図画

②「政治家の氏名が類推されるような事項」を表示する政治活動用の文書図画

③「後援団体の名称」を表示する政治活動用の文書図画

規制の対象にならない文書図画として、政治家と後援団体の政治活動用の事務所に掲示する看
板などがあります。看板などには、選挙管理委員会が交付する証票をはらなければなりません。

選挙管理委員会事務局・℡内線3712

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

誰
が
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
実
母
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ

の
次
に
実
父
が
多
い
で
す
。
こ
れ
は
何

を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、
援
助
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
母
親
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
、
こ
の
ケ
ー
ス

は
虐
待
だ
と
認
知
す
る
目
的
は
援
助
で

す
。ど
う
い
う
援
助
計
画
を
立
て
た
ら
、

そ
の
家
族
の
機
能
が
上
が
る
の
か
と
い

う
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ん
で
す
。
た

い
へ
ん
に
家
族
の
機
能
が
ゆ
が
ん
で
い

る
こ
と
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
、
虐
待
な
ん
で
す

ね
。
で
す
か
ら
母
親
が
圧
倒
的
に
多
い

と
い
う
こ
と
は
、
援
助
の
第
一
の
対
象

が
母
親
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
い
る
時
間
は
圧
倒
的
に
母
親
が
長
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
い
な

い
と
虐
待
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
皆
さ
ん
に
知

っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
母

親
が
悪
い
、
父
親
が
悪
い
と
い
う
問
題

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
虐
待
と
い
う
の
は

家
族
の
力
が
ゆ
が
ん
で
い
る
ん
で
す
。

母
親
が
自
分
の
子
ど
も
を
虐
待
し
て
い

る
と
き
に
、
父
親
は
何
を
し
て
い
た
ん

で
し
ょ
う
か
。
母
親
が
子
ど
も
に
そ
ん

な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
な
ら
、
父
親
が

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

守
れ
な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
人
に
援
助
を

求
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
母
親
が
虐

待
を
し
て
い
る
と
き
の
父
親
は
ど
う
し

て
い
る
か
と
い
う
と
、
育
児
に
無
関
心

で
、
非
協
力
的
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
母

親
を
追
い
詰
め
た
り
、
暴
力
を
振
る
っ

た
り
、
家
族
の
責
任
者
と
し
て
行
動
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
つ
ま

り
家
族
の
機
能
が
お
か
し
い
ん
で
す
。

最
終
的
な
加
害
者
が
、
母
親
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
だ
け
な
ん
で
す
。
母
親
は

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
い
ま
す
か
ら
。

さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
問
題
に
ど
の
よ

う
に
援
助
を
し
て
い
け
る
の
か
、
そ
う

い
う
視
点
が
あ
っ
て
初
め
て
予
防
が
可

能
な
ん
で
す
。
虐
待
が
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
と
き
に
、
そ
の
家
族
は
非
常
に
大

き
な
「
家
族
の
問
題
」
を
抱
え
て
い
る
。

そ
こ
に
ど
の
よ
う
に
援
助
に
入
る
の
か

と
い
う
の
が
虐
待
の
問
題
な
わ
け
で

す
。

（
つ
づ
く
）

近
年
、
公
共
物
な
ど
へ

の
落
書
き
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で

も
、
個
人
宅
の
塀
や
商
店

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
へ
の

落
書
き
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
落
書
き
は
、
美
し
い

川
越
の
町
並
み
を
著
し
く

壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
心
な
い
人
に

よ
っ
て
川
越
の
町
並
み
が

汚
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
川

越
に
好
意
を
持
っ
て
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
印
象

も
悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

川
越
は
蔵
造
り
の
町
並
み
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

豊
か
な
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で

す
。
そ
の
豊
か
な
町
並
み
を
保
存
し
、
よ
り
い
っ
そ
う

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
落
書
き
が
で
き
な
い
雰
囲
気

を
作
っ
て
、
町
並
み
が
き
れ
い
に
保
た
れ
る
よ
う
に
努

力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
路
上
の
ご
み
に
気
づ
い
た
ら
拾
っ
て
ご
み

箱
に
捨
て
た
り
す
る
よ
う
な
さ
さ
い
な
努
力
が
、
落
書

き
を
さ
れ
に
く
い
ま
ち
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
警
察
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
巡
回

を
行
う
な
ど
、
落
書
き
を
無
く
し
て
、
美
し
い
川
越
の

ま
ち
の
景
観
を
守
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
課
都
市
景
観
係
・
℡
内
線
３
２
１
５

輝輝輝
けけけ
!!!!!!

川
越
川
越
川
越
ののの
景
観
景
観
景
観

埼玉県の選挙統一
キャラクター
「選挙くん」

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
小
児
科
医
・
坂さ

か

井い

聖せ
い

二じ

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、

人
権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当
・
℡
内
線
２
２
８
２

子
ど
も
の
虐
待
を
理
解
す
る
た
め
に
⑦



短
　
歌

四
元
仰
・
選

台
風
の
余
波
を
受
け
い
る
茄な

子す

胡
瓜

き
ゅ
う
り

風
騒
だ
ち
て
葉
を
裏
返
す

大
槻
和
子(

霞
ケ
関
東
三
丁
目)

敬
老
の
日
も
な
く
逝
き
し
父
の
姿
思
い
だ
し
お
り
雨
降
る
夕
べ

田
中
英
子(

三
光
町)

百
歳
を
超
え
て
呆ほ

け
て
母
生
き
て
総
理
の
祝
い
銀
盃ぱ

い

届
く

中
野
敬
三(

富
士
見
町)

御
幣
を
背
に
神
幸
祭
の
露
払
い
神
馬
の
闊か

っ

歩
列
を
誘い

ざ

な
う

福
島
安
雄(

志
多
町)

高
齢
者
と
言
わ
る
る
ま
で
に
な
が
ら
え
て
介
護
施
設
の
記
事
熱
心
に
読
む

和
田
ふ
み
の(

松
江
町
二
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

声
明
の
著し

る

き
一
声
初
紅
葉

猪
狩
茂(

小
室)

曼ま
ん

珠じ
ゅ

沙
華

し

ゃ

げ

み
な
輝
き
し
時と

き

や
あ
り

和
田
雅
夫(

霞
ケ
関
東
四
丁
目)

判ほ
う

官が
ん

の
義
父
の
菩ぼ

提だ
い

寺
鎌か

ま

鼬
い
た
ち

斎
藤
恒(

松
江
町
一
丁
目)

が
さ
や
ぶ
を
影
な
く
揺
ら
す
笹さ

さ

子
か
な

荒
畑
義
雄(

藤
間
）

十
薬
の
匂に

お

ひい

の
こ
し
て
引
き
に
け
り

有
田
杉
江(

南
台
三
丁
目)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

一
年
は
早
い
も
の
だ
と
柚ゆ

子ず

の
風
呂

本
間
四
郎(

旭
町
三
丁
目)

北
風
が
焼
き
芋
の
声
乗
せ
て
く
る

齊
藤
誠
之
助(

宮
下
町
二
丁
目)

祭
り
済
み
ほ
っ
と
し
て
い
る
蔵
の
町

平
田
新
治(

広
谷
新
町)

相
席
で
気
さ
く
で
楽
し
バ
ス
の
旅

寺
井
正
一
郎(

南
通
町)

寒
空
に
手
打
ち
賑に

ぎ

わ
う
酉
の
市

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目
）

応募方法（２月掲載分は12月28日斥必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課

ぼ
く
は
、
十
一
月
二
日
の
西
小

ま
つ
り
を
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
ま

し
た
。
ぼ
く
た
ち
五
年
生
と
六
年

生
は
最
後
の
西
小
ま
つ
り
だ
か
ら

で
す
。

ま
ず
、
一い

ち

番ば
ん

恐こ
わ

か
っ
た
の
は
六

年
二
組
の
お
化
け
屋
敷
で
す
。
ど

こ
が
恐
か
っ
た
と
い
う
と
、
す
ご

く
暗
く
て
お
そ
ろ
し
い
も
の
を
用

意
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ビ
ッ
ク

リ
し
た
の
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
、

し
ら
た
き
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い

た
か
ら
で
す
。

「
冷
た
い
。」

と
、
思
い
ま
し
た
。

六
年
一
組
の
お
化
け
屋
敷
も
恐

か
っ
た
で
す
。
一
瞬
、

「
こ
こ
は
教
室
な
の
か
。」

と
ま
で
思
い
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。一

応
、
宝
さ
が
し
で
は
、
あ
る

の
で
す
が
、
辺
り
が
ま
っ
暗
で
ほ

と
ん
ど
な
に
も
見
え
て
い
な
い
ま

ま
宝
さ
が
し
は
終
了
し
ま
し
た
。

で
も
、
お
化
け
も
恐
く
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。

給
食
の
前
に
赤
飯
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
赤
飯
は
、
竹た

け

内う
ち

さ
ん

が
頑
張
っ
て
、
一
粒
一
粒
い
ろ
い

ろ
な
作
業
を
し
て
作
っ
た
赤
飯
で

す
。
ぼ
く
は
、
家
に
帰
っ
て
、
手

を
洗
い
、
そ
の
赤
飯
を
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
食
べ
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
、
お
い

し
い
。」

と
、
い
い
な
が
ら
一
粒
残
さ
ず
食

べ
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
入
れ
物
は

空
っ
ぽ
に
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
最
後
の
西
小
ま
つ
り

は
、
最
高
に
楽
し
い
思
い
出
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

思
い
出
の
西
小
ま
つ
り

霞
ケ
関
西
小
学
校
五
年
　
　
平ひ

ら

野の

絢け
ん

也や

212

もうすぐ

クリスマス

です。この

季節ならで

はの植物を

探しに「川

越花き市場」（寺
てら

井
い

）を訪れ、建物

の中に入ると、目を引く真っ赤な色。

近県から出荷された、ポインセチア

が並んでいました。

真っ赤に見える部分は「ほう」と

呼ばれ、２つ以上の花を包んでいる

部分をいいます。よく見ると、小さ

く黄色い花が咲いています。ほうの

赤とその下にある深い緑の葉との対

比は、この時期ならではの色。ヨー

ロッパで、通称クリスマスフラワー

と呼ばれるにふさわしい色彩です。

花言葉は「私の心は燃えている」。

大切な人へのプレゼントとして、秘

めたる思いを花に込めてはいかがで

しょうか？

ポインセチア
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地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、

小
学
校
の
文
化
祭

優
（
ゆ
う
）

鳩
（
は
と
）

祭
（
さ
い
）

西
図
書
館
・
伊
勢
原
公
民
館
と
の
複
合
施
設
で
あ
る
、
霞
ケ

関
北
小
学
校
。
地
域
と
連
携
し
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
の
場
の
一
つ
が
、
五
年
前
か
ら
始
ま
っ

た
「
優
鳩
祭
」。
複
合
施
設
で
あ
る
利
点
を
生
か
し
た
、
市
内

で
は
珍
し
い
小
学
校
の
文
化
祭
で
す
。
三
年
前
に
は
、
児
童
か

ら
文
化
祭
の
名
前
を
募
集
。
同
校
校
歌
の
「
優
し
い
鳩
が
胸
に

住
む
」
と
い
う
歌
詞
か
ら
、「
優
鳩
祭
」
に
な
り
ま
し
た
。

午
前
は
、
全
員
で
開
会
式
を
行
っ
た
あ
と
、
児
童
を
二
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
音
楽
会
。
出
場
し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
そ

の
間
、
公
民
館
や
図
書
館
の
登
録
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
体
験

講
座
に
出
か
け
ま
す
。
午
後
は
、
四
年
生
以
上
が
各
ク
ラ
ス
ご

と
に
行
っ
て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
催
し
を
回
っ
た

り
、午
前
中
に
行
け
な
か
っ
た
体
験
講
座
に
出
か
け
た
り
…
…
。

八
百
三
十
八
人
の
児
童
と
、
来
場
し
た
千
人
以
上
の
地
域
の
皆

さ
ん
で
作
り
上
げ
た
、
こ
と
し
の
「
優
鳩
祭
」。
子
ど
も
た
ち

の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
が
、
印
象
的
で
し
た
。

器楽クラブによる「木星」の演奏器楽クラブによる「木星」の演奏器楽クラブによる「木星」の演奏

①①①

たくさんの保護者や地域の皆さんが見守る中、音楽会の始まりは全員で合唱たくさんの保護者や地域の皆さんが見守る中、音楽会の始まりは全員で合唱たくさんの保護者や地域の皆さんが見守る中、音楽会の始まりは全員で合唱

①「彩の会」の太鼓演奏　②「広谷小学校区ジュニアリーダークラブ」のレ
クゲーム　③「リコーダーアンサンブルドルチェ」の演奏　④「川越青年会
議所」の手焼きせんべい体験　⑤「いろりばなしの会」の読み聞かせ　⑥
「小江戸おもちゃ119」の動くおもちゃ　⑦「絵手紙そよ風」の絵手紙体験
⑧「カスミ茶会」の茶道体験　⑨「学習支援ボランティア」の華道体験

表通り裏通り

②②②

③③③

④④④

⑤⑤⑤

⑦⑦⑦ ⑨⑨⑨

ペットボトルでボウリングペットボトルでボウリングペットボトルでボウリング

倒れてないよ！倒れてないよ！倒れてないよ！

見に来てね見に来てね見に来てね

優鳩祭の体験講座などにボランティアとして協力した、地域の皆さん

⑧⑧⑧⑥⑥⑥
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11月11日に111周年を祝して
川越に鉄道が開設

されて111年。それ

にちなんだイベント

が、11月11日に２

つありました。本川

越駅では、国分寺駅

行きの特別電車「小

江戸川越111号」の

出発式が行われました。舟橋市長をはじめ、各鉄道会社

の駅長などが出席し、特別電車を見送りました。また、

鏡山酒造跡地では「小江戸川越・鉄道開設111周年記念

フェスティバル」が行われ、およそ1,500人が訪れまし

た。記念切符や駅弁の販売、写真展示・ペーパークラフ

トなどのコーナーがありました。その中で人気を集めて

いたのはミニ新幹線の運行、子どもから大人まで小さな

旅を楽しんでいました。

式典であいさつをする舟橋市長。後ろに見える電車が、式典であいさつをする舟橋市長。後ろに見える電車が、式典であいさつをする舟橋市長。後ろに見える電車が、
出発を待つ「小江戸川越111号」出発を待つ「小江戸川越111号」出発を待つ「小江戸川越111号」

人気を集めた、人気を集めた、人気を集めた、
ミニ新幹線ミニ新幹線ミニ新幹線

「小江戸川越111号」を記念撮影する皆さんでいっぱい「小江戸川越111号」を記念撮影する皆さんでいっぱい「小江戸川越111号」を記念撮影する皆さんでいっぱい

京姫、810年ぶりの里帰り
「京姫」とも伝えられている、源

みなもとの

義
よし

経
つね

の正室となった河
かわ

越
ごえ

太
た

郎
ろう

重
しげ

頼
より

の息女。義経と共に自害した京姫を後世に伝えるために、地元の

有志が中心となり供養塔の建立を計画。国指定史跡の河越館跡（上
うわ

戸
ど

）内にある常楽寺境内に、重頼・義経・京姫の供養塔を建立しま

した。その除幕式を兼ねて、11月19日に「義経正室（京姫）里帰

り810年祭」が行われました。多くの参加者に温かく迎えられて、

里帰りをした京姫。供養塔は、新たな観光スポットになりそうです。
左から京姫・重頼・左から京姫・重頼・左から京姫・重頼・
義経の供養塔義経の供養塔義経の供養塔

里帰りの行列では、京姫里帰りの行列では、京姫里帰りの行列では、京姫
を作家の篠綾子さん、京を作家の篠綾子さん、京を作家の篠綾子さん、京
姫の息女を大澤加奈さん姫の息女を大澤加奈さん姫の息女を大澤加奈さん
が務めましたが務めましたが務めました

森
泉
さ
ん
は
、
十
月
に
行
わ
れ
た
「
第
六
回
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
の
水
泳
に
出
場

し
ま
し
た
。
結
果
は
、
少
年
の
部
女
子
百
メ
ー
ト
ル
自
由

形
で
二
位
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
三
位
に
入
り
ま

し
た
。「
ま
さ
か
、
入
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。初
め
て
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
、
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

水
泳
は
、
母
親
の
勧
め
で
六
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今

で
は
、
水
泳
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の

練
習
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
一
時
間
ほ
ど
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
約
二
キ
ロ
泳
い
で
い
ま
す
。
泳
ぐ
こ
と
が
大

好
き
な
の
で
、
練
習
を
し
て
い
て
も
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背

泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
四
種
目
で
全
国
大
会
に
出
場
し
、

メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
、練
習
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
入
賞
し
た
こ
と
で
、
自
分
に
自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
か
ら
は
、
社
会
人

に
な
り
ま
す
。
卒

業
で
友
達
と
離
れ

る
の
は
寂
し
い
け

れ
ど
、
社
会
に
出

て
仕
事
を
す
る
こ

と
が
楽
し
み
で

す
。

市
立
養
護
学
校
　
森も

り

泉
い
ず
み

亜あ

美み

さ
ん
（
17
歳
）

人

川

越
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銀メダルを手に笑顔の森泉さん銀メダルを手に笑顔の森泉さん銀メダルを手に笑顔の森泉さん



夜
が
長
い
こ
の
季
節
に
、
繁
華
街
な
ど
を
華
や
か
に
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
点
滅
す
る
光
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

東
洋
大
学
川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
内
は
、
周
辺
の
小
中
学
生
の
通
学
路

で
あ
り
、
近
く
に
住
む
皆
さ
ん
の
生
活
道
路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
、
一
号
館
の
落
成
を
記
念
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、
こ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
お
よ
そ
二
万
個
の
電
球
が
木
や
建
物
を
彩
る

様
子
に
、
足
を
止
め
て
見
入
る
方
も
…
…
。

建
物
の
窓
ガ
ラ
ス
に
光
が
映
り
、
ま
る
で
柔
ら
か
な
光
が
舞
踏
会

を
し
て
い
る
よ
う
。
十
二
月
二
十
五
日
席
ま
で
の
毎
日
、
午
後
九
時

ご
ろ
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

編集後記
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あまり体を動かさなくなってか

ら、２年ほどたちました。先日、山

形県に行く機会があり、山寺の

1,000段を超える石段に挑戦。500

段ぐらいまではまだ余裕があったも

のの、700段を超えると汗が噴き出

してきました。900段を超えるころ

には足が上がらなくなり、手すりに

つかまって何とか奥の院に到達しま

した$先に行った10歳ほど年上の

同行者を見ると、涼しい顔。日ごろ

の運動不足を痛感し、まずはなるべ

く階段を使おうと決心しました。

表
紙
の
地
図

45

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

作品位置

至川越駅

鐘つき通り

鶴ケ島駅
鶴ケ島駅
鶴ケ島駅

東洋大学東洋大学
川越キャンパス川越キャンパス
東洋大学
川越キャンパス

小
畔
川東武東上線

東武東上線
東武東上線

作品位置
県道川越・坂戸・毛呂山線

県道川越・坂戸・毛呂山線

県道川越・坂戸・毛呂山線

県道川越・越生線

ことしの冬は地球温暖化防止のために、「うちエコ」を実践しま

しょう。「うちエコ」とは、家庭でできる省エネのことです。

まずは、部屋の暖房を20度に。「ちょっと寒いな」と思ったらカ

ーディガンなどを重ね着して、楽しみながら省エネしましょう。ま

た、食事でも「うちエコ」ができます。体の温まる温野菜サラダや

水炊きなどの鍋料理、発汗作用のある食材もお勧めです。こたつも

「弱」にできるかも。ちょっとしたくふうで省エネをしましょう。

市役所は12月から３月まで「エコ・重ね着マンス」。暖房による

室内温度を、家庭より一歩進めた19度にしています。市民の皆さ

んのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ…環境政策課地球温暖化対策担当・℡内線2613

みんなで取り組む温暖化対策③
環境トピックス

寒い冬、家族そろっ
て食事をすれば、心
も体も温まります

環境省の「うちエコ」
啓発用マーク。ほかに
もたくさんあります


